別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業改良普及費
	事業名: 活力ある新産地づくり支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　農業経営課　普及企画担当　電話番号：058-272-1111（内2844）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11419@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：7,300千円（前年度予算額：7,300千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　農業従事者の減少・高齢化や農業所得の減少等により、地域農業の活力が低下する中、地域の特徴を活かした農産物による「活力ある新産地づくり」を推進し、地域農業の振興を図る。
（１）産地育成プロジェクトチーム活動の展開
　専門普及指導員、関係機関担当者等によるプロジェクトチームを設置し、産地戦略会議を総合的に支援する。
（２）産地戦略会議の設置
　農業者をはじめ市町村、ＪＡ等関係機関による産地戦略会議を設置し、新たな農産物による「産地育成計画」を策定するとともに産地育成の体制づくりを行う。
（３）各地域における産地育成に向けた支援活動の展開
・新品種、新技術の導入に向けた実証ほの設置・調査
　・栽培技術の確立、栽培マニュアルの策定
　・農業所得向上のための経営改善の実施
  ・産地収益力向上のための6次産業化の推進
（４）試験研究機関との連携強化による新技術の開発（拡充）
　　　 栽培の歴史が浅い品目における技術的な課題を早期に解決するために、試験研究
機関の試験研究を促進させる。
（５）専門家を活用した販売力等の強化(拡充)
販売等に関する専門家との連携により、単価の向上、ブランド管理の強化に向けた戦略の構築を促進する。
	２　所要経費


（１）活力ある新産地づくり支援事業費　　          6,300千円
（２）活力ある新産地づくり支援事業費（維持管理分）1,000千円

	　これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　　・市場のニーズを把握し、地域経済を支える地場産業としての農業、林業、畜産業

　　　を育成し、地域住民の所得を確保することによって、農山村地域の持続可能性を

　　　高めます。

	２　これまでの取組状況


・平成２０年度～平成２２年度、ふるさとのじまん農産物づくり推進事業で、普及指導
　員が高度な技術力やコーディネート機能を発揮した普及活動を展開し、１４品目で地
　域の特長を活かした「地域のじまん」農産物づくりと産地化を推進した。その結果、
　アスパラガス、ブルーベリー、くり、飛騨黄金等の１０品目で栽培規模、販売額等が
　拡大するなどの成果が得られた。
・平成２３年度からは、これまでの栽培技術指導や新規栽培者の確保に向けた普及活動
　に加え、農業所得や地域収益力の向上に向けた活動を重点的に取組むことで儲かる農
　業を実現し、１１品目(下表参照)で1億円の産地づくり向けた取組を推進している。
	品目
	地域名
	
	品目
	地域名

	アスパラガス
	岐阜、揖斐
	
	青ねぎ
	可茂

	ブロッコリー
	西濃、東濃、恵那
	
	くり
	恵那

	かぼちゃ
	揖斐
	
	龍の瞳
	下呂

	円空さといも
	中濃
	
	宿儺かぼちゃ
	飛騨

	春まちにんじん
	郡上
	
	飛騨黄金
	飛騨

	夏いちご
	郡上
	
	
	


	３　これまでの取組に対する評価


　平成２３年度は、各地域に産地戦略会議が設立されるとともに、産地育成計画が策定され、地域一体となった取組が開始された。今後は、普及指導員のコーディネート機能を発揮して地域内の連携をこれまで以上に深めるとともに、試験研究機関、販売の専門家等と連携しながら、産地づくりを推進する。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	7,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,300

	要求額
	7,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,300

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


